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・「自分や友達の良い
ところを見つけること
ができた」
児童の割合80％以上

・「立腰姿勢をするこ
とができた」
児童・教師の割合
80％以上

評
価

目
標
値

改善方策

豊
か
な
心
と
健
や
か
な
体

健康な心と体
をつくるとと
もに、お互い
を認め合い協
働する児童を
育てる

自分や友
達の良い
ところを
見つける
機会を増
やす。

立腰姿勢
の定着を
させる。

・児童一人ひとりが活躍できる場と自
他の良いところを見つける活動（スマ
イルアッププロジェクト）を行う。

・全学年統一の立腰姿勢のかけ声を決
め、姿勢について毎授業時や朝会等の
初めに意識づけをする。

・国語科、算数科単元末テ
ストの個人期待正答率以上
の児童の割合９０％以上
・全国学力・学習状況調査
で国語科、算数科正答率８
０％以上及び標準学力調査
国語科、算数科正答率９
０％以上または前年度以上
の児童の割合を８０％以上

見通しをもっ
て、主体的に
学ぶ児童を育
てる。

・年間を通して主体的に学
んだ（行動した）場面を１
人３個以上
（児童評価、教師評価）
・「主体的に問題解決し
た」児童の割合８０％以上
（児童評価、教師評価）

・児童が見通しをもって学習する授業
をつくる。
（学び、環境、時間、教材のコーディネート）
（場を作る）

・振り返りを充実させる。
（書く）

・基礎基本の定着を図る。
（練習時間の確保、伸びっ子学習）

●「と」ともだちを大切にする子（協働する）
●「よ」とく考える子（学んだことを生活に生かす）
●「ま」まえむきに取り組む子（自信をもって行動する）
●「つ」つよく元気な子（粘り強く取り組む）

評価計画

目標達成の方策
（具体的な取組内容）

中期経営目標 短期経営目標

評価

コメント

学校関係者評価

【学校教育目標】
　　夢と目標をもち、主体的に取り組む児童の育成
【学校経営目標】
　　子どもの姿で教育を語る学校

教育目標
経営目標

自己評価

評価項目・指標 達成状況
時
期

達
成
値

・子供と向き合う時間の確保するた
め、超過勤務の縮減に取り組む。

・時間外勤務が45時間
以内（月平均）となっ
ている職員の割合を7
０％以上

・各教科や学校行事で地域の人材を活
用したり、授業を参観していただいた
りする。
・行事の様子を積極的にホームページ
にアップする。

・「豊松小学校は地域
や保護者と連携・協力
して、授業や行事など
の教育活動を推進して
いると思いますか」の
アンケート調査で保護
者、学校運営協議会委
員、地域の方の割合
90％以上

【自己評価　評価基準】A：１００％≦（目標達成）　　B：８０％≦（ほぼ達成）＜１００％　　C：６０％≦（もう少し）＜８０％　　できていない）＜６０％ 【学校関係者評価】イ：自己評価は適正である　　ロ：自己評価は適正でない　　ハ：分からない

職員の働
き方改革
を進め
る。

信
頼
さ
れ
る
学
校

保護者・地域
に開かれた信
頼される学校
を創る。

学校と家
庭・地域
とのつな
がりを深
める。

確
か
な
学
力

児童が見
通しを
もって自
らの課題
解決する
ために、
授業を
コーディ
ネートす
る。


